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仕事と育児の両立支援制度の活用

私は，長男（第二子）の保育園への送迎のため，平成 29年４月から育児
時間を取得しています。
それまでは，保育園への送迎等は妻に任せきりでしたが，妻からの要望や
その当時担当していた業務に慣れてきたこともあり，取りあえず朝の送りだ
けでもと育児時間を取得することとなりました。いざ，やってみると，保育
園の勝手が分からず四苦八苦し，また，勤務時間も短くなるので，業務をこ
なすのも大変でした。妻が今まで，いかに苦労していたかがよく分かりました。
そんな慌ただしい日々ですが，そのような育児の時間を確保できているこ
とやこれまでの妻の苦労を少しは理解できるようになったのも，法務局にお
いて育児のための支援制度が充実していることや，その制度を活用すること
に対する職場の方々の理解と協力のお陰
であると思います。
このように，法務局には，仕事と育児
を両立するための恵まれた環境が整って

います。その恵まれた環境に感謝しつつ，これからも仕事と育児にいそし
み，慌ただしいながらも充実した日々を送っていきたいと思います。

＜実際に利用した制度＞
・育児時間（平成29年４月１日～30年３月31日　毎朝１時間
　　　　　 平成30年４月１日～　毎夕30分）
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現在３歳になる息子の出産後，約５か月の育児休業を取得しました。
息子が７か月の時に職場復帰をしましたので，復帰直後は，子が１歳に達
するまで利用できる「保育時間」という制度や，育児時間，休憩時間の短縮
と，利用できる制度をフル活用させていただきました。
復帰直後は，仕事と育児の両立が本当にできるのか不安でしたが，職場の
方々の理解と協力に助けられながら，仕事を続けることができています。ま
た，仕事で疲れることがあっても，子供の存在が癒しや励みになり，仕事に
向かう活力になっています。
職場には，子育て中の女性職員も多く，身近にロールモデルとなる先輩方
がいることはとても心強いですし，働く母としての情報交換ができることは，
とても恵まれていると感じています。
子育て支援の制度が確立しているだけではなく，それを利用しやすい環境
であることは法務局の魅力ではないで
しょうか。
これからも，制度を活用させていただ
きながら，周りの方への感謝の気持ちを
胸に，仕事も育児も前向きに取り組んで
いきたいと思います。

＜実際に利用した制度＞
・育児休業（平成26年11月１日～平成27年４月８日）
・保育時間（平成27年４月９日～子が１歳に達するまで）
・育児時間（平成27年４月９日～毎日30分）
・休憩時間の短縮特例（平成27年４月９日～毎日15分）
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